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	公務員連絡会は本日、第３次中央行動を背景に、７月27日に平行線をたどった「月例給・一時金」、「50歳台後半層の給与引下げ問題」などを柱に、人事院と再交渉を行います。

全国から人事院に届いている「大型はがき」「職場決議」、そして青年部の「怒布」を背景に公務員連絡会は厳しく人事院を追及し「生活を維持できる給与と一時金」、「50歳台後半層の給与引下げ提案の撤回」を求めます。人事院勧告は、９日の週に出される見込みです。　
	
	
	




最低賃金の「目安」まとまらず､引き上げ幅で労使対立

	中央最低賃金審議会（厚生労働相の諮問機関）は８月２日、2010年度の地域別最低賃金の引き上げの「目安」について、東京都内で４回目となる詰めの協議を行いました。
しかし、大幅引き上げを求める労働者側と反発する経営者側の対立は続き、協議は物別れに終わりました。厚生労働省は10月初めの改定を目指していますが、協議の難航で改定が遅れる可能性もあります。

	
	
	


	
	
	
	労働者側は、最も低い地域での「時給800円」を３年程度で実現するよう求め、地方の底上げを要求。経営者側は、景気の先行き不透明感や地方経済の低迷を理由に、急激な引き上げは困難と主張しています。議論は平行線をたどり、７月27日に続き、８月２日の協議でも「目安」を策定できませんでした。

最低賃金は、中央最低賃金審議会が毎年夏に都道府県ごとの改定額の目安を提示。その後、地方審議会が賃金実態を考慮して答申をまとめ、地方労働局長が改定額を決めます。

	
	
	
	


８月２日午後６時から札幌市で「北海道最低賃金の大幅引き上げを求める全道総決起集会」が開催され､参加者は引続きデモ行進を行い生活保護費よりも低い北海道最低賃金の引き上げを訴えました！！
	


農業の戸別所得補償制度に全力展開　2010.8.2

	毎日、暑い日が続きます。私は絶好調です。先週は東京にて明年の予算要望の陳情に…。
今週は札幌・東京にて畑作戸別所得補償制度の陳情に。東京では連日35度前後のまさに猛暑日。しかし北海道の予算獲得と農業の所得補償制度獲得の為全力展開。
特に農業の戸別所得補償制度に対する提言は今年の3月から農業関連７団体の方々と論談風発の展開を何度も重ね、持続可能な畑作農業の確立に向けた政策の考え方をまとめあげたところです。
	
	
	この提言は北海道は知事と農政部長等へ、国には農林水産大臣や佐々木大臣政務官等へ、又、首相官邸には小川首相補佐官へ夫々要請を行ったところです。しかし、この制度設計はこれから国で議論されるとのこと。
私達は引き続き関係機関へもっともっと働きかけを強めていくつもりです。多くの皆さんの御支援を…。オホーツクの農学振興のために!!
【北海道議会議員 日下太朗 ＨＰから】

	


















































































































































北海道最低賃金


時 間 額　６７８円
































民主党中心の政権に代わってから初の最低賃金の改定。政府は、最も低い都道府県の最低賃金（現行で時給６２９円）を「できる限り早期」に時給８００円以上に引き上げ、全国の加重平均（同７１３円）を2020年までに千円にする方針を示している。




















夏季休暇の家族旅行。お出かけのプランができていることでしょう。でも、ついつい無理して、長距離を休むことなく運転しがちです！安全運転を心がけ、余裕をもってエンジョイしましょう！！


自治労自動車共済に加入されている皆さんへ


万一事故が起こったら！・・・あわてずに！


ケガ人の救助（１１９番）


警察へ電話（１１０番）


事故状況メモ、相手を確認、連絡先等（事故現場での示談はしないこと）


できるだけ早く自治労共済「事故受付センター」へ連絡


２４時間３６５日対応です。事故対応の指示を受けます。同乗者がいることも忘れずに。


自治労の自動車共済では、補償ランクにかかわらず、無料のロードアシスタントサービスが受けられます！！（※路外転落等、有料対応の場合もあります。）


事故の際は必ず、「事故受付センター」フリーダイヤル０１２０－８１０－６２５へ 


◎ 自動車共済契約者の方は、必ず携帯電話への登録をお願いします。


◎「事故受付センター」に連絡しないで、ご自身や家族が手配したロードサービスは、費用負担0ができない場合がありますので、必ず一報を！！








「公務員ボーナスは３.９０～３.９５ヵ月」


とのショッキングな見出しで、８月３日、時事通信社の【官庁速報】が報道しています。


　公務員連絡会から交渉情報として報告される以上の詳細なことを、交渉最中に掲載する【官庁速報】。自民党政権下、マスコミへの情報リークは、「世論形成で労使交渉の堀を埋める」手法としてやられてきましたが、人事院は、来年の「最終勧告」後をニラみ、“人事院が公務員給与の引下げを推進した”というアピールをしたいのか？


情報リークなら労使関係を裏切る事態です!!














津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


